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PB－28．
ヒト，サル，ラットの結合腕傍核
（解剖学第二）
○北村泰子，山田仁三
　ヒトの結合腕（上小脳脚）を取りまく細胞集団を結
合腕傍核（PB）と命名され，結合腕の外側を外側核，
内側を内側核と区分された（Olszewski　and　Baxter，
1954）．このPBは哺乳類に共通して存在し，ラットに
おいては多くの亜核に区分され，さらに，それぞれの
亜核の結合および機能が詳細に検索されている．そこ
で，ヒトでの結合および機能を系統発生学的に推測す
るために，ラットと同様な実験をサルで行った．
　ニホンザルのPBの細胞構築をNissl染色によって
検索した．その結果，PBは大きく内側核，外側核およ
びK611iker－Fuse（KF）の核に区分された．さらに内側
核は，背側部（DPBM），腹側部（VPBM）に区分され
た．また外側核は，外側部（EL），最外側部（EXL），腹
側部（VL），背側部（DL），中心内側部（CL），中心外
側部（IL）と吻側背側部（SL）に区分された．
　また，サルの脊髄結合論敵核線維を順行性軸索流法
により調べた．その結果，標識線維は同側性優位に脳
幹網様体腹側部を上行し，三叉神経運動核の高さあた
りで腹側から背側に移動して，PBの腹側部に至った．
脊髄線、維を最も多く受けたのはIL，ついでEしとDし
が多く，CL，　VPBM，　KFは比較的多くの線維を受け，
その他の領域には終末が認められなかった．上記の所
見は，以前のラットの実験で得られた結果と極めて類
似していた．
　以上のことから，系統発生的な視点を踏まえると，
ヒトのPBでも同様な亜核および線維結合があるだろ
うと推測している．さらに，ラットと同様にヒトのPB
でも痛覚や味覚の機能があることが推測できる．
PB－29．
耳石器系交連性前庭神経核ニューロンと垂直半
規管入力
（生理学第二）
○白　日淑，蒙　　暉，佐藤
　内野今生
斉，今川美登里，
　耳石器系交連抑制は直線加速度増強のメカニズム
として重要である．この交連抑制機構は二つある耳石
器のうち卵形嚢系に強力に作用する（Uchino　et　al．
Exp．　Brain　Res．2001）．除脳ネコを用い，卵形嚢神経
刺激に応答し，対側前庭神経核に軸索投射する前庭神
経核ニューロン56個を記録した．ほとんど全て（51／
56）が卵形嚢神経から直接入力を受けており，潜時は
0．8－1．4ms（平均1．lmsn＝51）であった．そのうち21
個が後半規管神経からも入力を受けており，耳石器と
半規管に共通の交連性抑制機構が存在すると考えら
れる．この結果は卵形嚢入力と後半規管入力の収束す
る前庭脊髄路ニューロンの存在を明らかにした先行
実験の結果をよく支持する（Zakir　et　a1．　Exp，　Brain
Res．2㎜）．調べた56個の前庭神経核ニューロンの大
部分45個（80％）が脊髄への軸索を送り，そのうち
31／45が内側前庭脊髄路を下行し，残りは外側前庭脊
髄を下行していた．10／45個は動眼神経核へも軸索投
射していた．動眼神経核へのみ軸索を送る前庭動眼
ニューロンは交連線維をもたなかった．また交連性抑
制に関わる前庭神経核ニューロンの約半数31個が前
庭内側核に存在し，残りは下核と外側核に存在した．
PB－30．
Properties　of　otolith　activated
thalamic　neurons　in　the　cat
（生理学第二）
vestibulo一
OH．　Meng，　R．S．　Bai，　H．　Sato，　M．　lmagawa
　and　Y．　Uchino
　Properties　of　otolith　inputs　to　vestibulo－thalamic
（VT）　neurons　were　physiologically　studied　in　10　adult
anesthetized　cats．　Single　unit　activities　of　VT　neurons
were　recorded　in　the　vestibular　nuclei．　These　respond－
ed　orthodromically　after　selective　stimulation　of　the
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utricular　and／or　saccular　nerves　and　antidromically　after
stimulation　ofthe　caudal　part　of　the　thalamus，　including
the　nucleus　ventralis　posterolateralis　（VPL），　ventralis
posteromedialis　（VPM），　ventralis　medialis　（VM）　and　the
nucleus　centralis　lateralis　（CL）．　Descending　axonal
projections　to　the　spinal　cord　were　also　examined　by
antidromic　stimulation　of　the　C　l－C2　segment．　A　total
of　43　otolith　（40　utricular　and　3　saccular）　activated　VT
neurons　were　studied．　Of　40　utricular　activated　VT
neurons，　38　neurons　projected　to　the　ipsilateral　side　and
2projected　to　the　contralateral　side　of　the　thalamus．
Only　2　among　them　had　descending　axonal　projection　to
the　spinal　cord　through　the　lateral　vestibulo－spinal　tract
（LVST）　and　the　medial　vestibulo－spinal　tract　（MVST）
separately．　Twenty－four　of　these　were　located　in　the
medial　vestibular　nucleus　（MVN），　9　located　in　the
lateral　vestibular　nucleus　（LVN），　6　located　in　the
descending　vestibular　nucleus　（DVN）　and　1　in　the
superior　vestibular　nucleus　（SVN）．　Sixty　percent　（24／
40）　of　them　responded　polysynaptically　to　utricular
nerve　stimulation　while　the　others　responded
monosynaptically．　Three　saccular　activated　VT　neur－
ons　projected　to　the　contralateral　thalamus．　All
received　monosynaptic　inputs　from　the　saccular　nerve．
One　of　them　projected　to　the　spinal　cord　via　LVST　and
one　through　MVST．　These　were　situated　in　LVN．
These　results　suggest　that　utricular　information　is　relayed
next　to　the　ipsilateral　thalamic　nuclei　and　then　to　the
cerebral　cortex　or　the　subcortical　structures．
※PB－31．
脳腫瘍における髄液テロメラ一掴活性の有用性
の検討
（脳神経外科学）
○佐野哲郎，原岡　嚢
　テロメラーゼは細胞の不死化に大変重要な役割を
しており，細胞の老化，癌化に深く関与していると考
えられている．今回は，髄液を検体としてprospective
にテロメラーゼ活性を測定し，細胞診として早期診断
に有用であるか，放射線や化学療法などの治療効果判
定に有用であるか，また予後判定の一助になりうるか
どうかを検討した．対象は，脳腫瘍患者7名（男性4
例，女性3例で平均年齢53．7歳）より得られた髄液
で，組織学的診断の内訳は，神経膠腫1例，膠芽腫3
例，髄膜腫2例，転移性脳腫瘍1例であった．TRAP
assayによりテロメラーゼ活性を測定したが，全例と
もテ三二ラーゼ活性を得ることは出来なかった．我々
が行っている通常の方法では，理論上1検体中に1細
胞でもテロメラーゼ活性を持つ細胞が存在すれば検
出しうる感度をもっているが，今回の検討では検出す
ることは出来なかった．脳腫瘍症例の髄液は理論上腫
瘍近傍を循環していると考えられ，特に髄液播種を伴
う症例ではテロメラーゼ活性が陽性であると予想さ
れるが，今回の検討症例には髄液播種例は含まれてお
らず，陰性であったものと考えられた．
　なお本研究は，平成12年度東京医科大学研究助成
金により行われた．
PB－32．
頭位変換速度に応じる頭位性眼振のモデル実験
（耳鼻咽喉科学）
○古屋正由，鈴木　衛，佐藤春城
　良性発作性頭位眩量症（以下BPPVと略）は最も
頻度の高い末梢性めまい疾患であり，頭位変換にて回
転性のめまい発作が誘発される．病因として耳石器ま
たは後半規管に病巣を求める説が有力で，その中で後
半規管に関したSchuknechtのクプラ結石症とEpley
らの半規管結石症が提唱されており，鈴木らのモデル
実験にて耳石が感覚細胞を刺激しうることが判明し
ている，半規管脚部を下方，あるいは上方に向きの変
換を行うと膨大部活動電位が興奮し，特に下方に変換
した場合活動電位が増加することが報告されている．
日常診療において患者はめまいを防ぐために緩徐に
頭位変換をする傾向にあり，頭位変換速度がめまい感
の発生または大小に大きく関与することがうかがわ
れる．本研究ではウシガエル後半規管を使用し，クプ
ラ結石症や半規管結石症のモデルを作製し，頭位変換
速度に応じて誘発される半規管電位を記録しBPPV
発生のメカニズムについて検討した．
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